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高浜発電所 原子炉施設保安規定 

 
（１）高浜発電所１号炉及び２号炉の減容したバーナブルポイズンの保管場所

変更に伴う変更 

高浜発電所１号炉及び２号炉の使用済燃料ピットに貯蔵している減容し

たバーナブルポイズン（以下、「減容ＢＰ」という。）をＢ蒸気発生器保管

庫（以下、「Ｂ－ＳＧ保管庫」という。）へ運搬して保管するとともに、減

容ＢＰの保管に際し、Ｂ－ＳＧ保管庫内の一部の固体廃棄物を外部遮蔽壁保

管庫に運搬することから、関連する保安規定条文の変更を行う。 

 

（変更） 

・第１００条の２（放射性固体廃棄物の管理） 

 

以 上 
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年
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関
⻄

電
⼒

株
式
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社

高
浜

発
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所
１

号
炉

及
び

２
号

炉
の

減
容

した
バ

ー
ナ

ブ
ル

ポ
イズ

ンの
保

管
場

所
変

更
に

伴
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原
⼦

炉
施

設
保

安
規

定
変

更
認

可
申

請
に

つ
い

て
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保
安

規
定

変
更

認
可

申
請

案
件

【申
請

案
件

】
高

浜
発

電
所

１
号

炉
及

び
２

号
炉

の
減

容
した

バ
ー

ナ
ブ

ル
ポ

イズ
ン

の
保

管
場

所
変

更
に

伴
う変

更
（

変
更

の
理

由
）

高
浜

発
電

所
１

号
炉

及
び

２
号

炉
の

使
⽤

済
燃

料
ピッ

トに
貯

蔵
して

い
る

減
容

した
バ

ー
ナ

ブ
ル

ポ
イズ

ン
（

以
下

、「
減

容
Ｂ

Ｐ
」と

い
う。

）
を

Ｂ
蒸

気
発

生
器

保
管

庫
（

以
下

、「
Ｂ

－
Ｓ

Ｇ
保

管
庫

」と
い

う。
）

へ
運

搬
して

保
管

す
る

とと
も

に
、減

容
Ｂ

Ｐ
の

保
管

に
際

し、
Ｂ

－
Ｓ

Ｇ
保

管
庫

内
の

一
部

の
固

体
廃

棄
物

を
外

部
遮

蔽
壁

保
管

庫
に

運
搬

す
る

こと
か

ら、
関

連
す

る
保

安
規

定
条

⽂
の

変
更

を
⾏

う。
【変

更
条

⽂
】

〇
第

１
０

０
条

の
２

（
放

射
性

固
体

廃
棄

物
の

管
理

）

申
請

許
認

可

設
置

許
可

20
21

年
10

⽉
11

⽇
20

22
年

6⽉
1⽇

設
計

及
び

⼯
事

計
画

認
可

20
22

年
7⽉

15
⽇

20
23

年
3⽉

6⽇

【参
考

︓
上

流
規

制
の

実
績

】

１
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Ｐ
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⼯
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２
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保
安

規
定

変
更

認
可

申
請

の
概

要
（

１
／

２
）

変
更

前
変

更
後

（
放

射
性

固
体

廃
棄

物
の

管
理

）
第

１
０

０
条

の
２

各
課

（
室

）
⻑

は
、次

に
定

め
る

放
射

性
固

体
廃

棄
物

等
の

種
類

に
応

じて
、そ

れ
ぞ

れ
定

め
られ

た
処

理
を施

した
上

で
、当

該
の

廃
棄

施
設

等
に

貯
蔵

※
１
また

は
保

管
す

る
。

(中
略

)

(4
) 

蒸
気

発
生

器
取

替
え

に
伴

い
取

り外
した

蒸
気

発
生

器
等

お
よび

原
⼦

炉
容

器
上

部
ふ

た
取

替
え

に
伴

い
取

り外
した

原
⼦

炉
容

器
上

部
ふ

た
等

は
、原

⼦
炉

保
修

課
⻑

が
汚

染
の

広
が

りを
防

⽌
す

る
措

置
を

講
じた

上
で

、放
射

線
管

理
課

⻑
が

蒸
気

発
生

器
保

管
庫

に
保

管
す

る
。た

だ
し、

この
うち

３
号

炉
お

よび
４

号
炉

の
原

⼦
炉

容
器

上
部

ふ
た

取
替

え
に

伴
い

取
り外

した
原

⼦
炉

容
器

上
部

ふ
た

等
に

つ
い

て
は

、機
械

⼯
事

グ
ル

ー
プ課

⻑
が

、ま
た

、３
号

炉
お

よ
び

４
号

炉
で

取
り外

した
原

⼦
炉

容
器

上
部

ふ
た

の
搬

出
に

伴
い

除
去

した
鉄

筋
コン

クリ
ー

ト
の

雑
固

体
廃

棄
物

に
つ

い
て

は
、⼟

⽊
建

築
課

⻑
が

、そ
れ

ぞ
れ

汚
染

の
広

が
りを

防
⽌

す
る

措
置

を
講

じた
上

で
、放

射
線

管
理

課
⻑

が
蒸

気
発

生
器

保
管

庫
に

保
管

す
る

。

（
放

射
性

固
体

廃
棄

物
の

管
理

）
第

１
０

０
条

の
２

各
課

（
室

）
⻑

は
、次

に
定

め
る

放
射

性
固

体
廃

棄
物

等
の

種
類

に
応

じて
、そ

れ
ぞ

れ
定

め
られ

た
処

理
を施

した
上

で
、当

該
の

廃
棄

施
設

等
に

貯
蔵

※
１
また

は
保

管
す

る
。

(中
略

)

(4
) 

蒸
気

発
生

器
取

替
え

に
伴

い
取

り外
した

蒸
気

発
生

器
等

お
よび

原
⼦

炉
容

器
上

部
ふ

た
取

替
え

に
伴

い
取

り外
した

原
⼦

炉
容

器
上

部
ふ

た
等

は
、原

⼦
炉

保
修

課
⻑

が
汚

染
の

広
が

りを
防

⽌
す

る
措

置
を

講
じた

上
で

、放
射

線
管

理
課

⻑
が

蒸
気

発
生

器
保

管
庫

に
保

管
す

る
。た

だ
し、

この
うち

３
号

炉
お

よび
４

号
炉

の
原

⼦
炉

容
器

上
部

ふ
た

取
替

え
に

伴
い

取
り外

した
原

⼦
炉

容
器

上
部

ふ
た

等
に

つ
い

て
は

、機
械

⼯
事

グ
ル

ー
プ課

⻑
が

、ま
た

、３
号

炉
お

よ
び

４
号

炉
で

取
り外

した
原

⼦
炉

容
器

上
部

ふ
た

の
搬

出
に

伴
い

除
去

した
鉄

筋
コン

クリ
ー

ト
の

雑
固

体
廃

棄
物

に
つ

い
て

は
、⼟

⽊
建

築
課

⻑
が

、そ
れ

ぞ
れ

汚
染

の
広

が
りを

防
⽌

す
る

措
置

を
講

じた
上

で
、放

射
線

管
理

課
⻑

が
蒸

気
発

生
器

保
管

庫
に

保
管

す
る

。
さら

に
、１

号
炉

お
よ

び
２

号
炉

の
減

容
した

バ
ー

ナ
ブ

ル
ポ

イズ
ンは

、原
⼦

燃
料

課
⻑

が
汚

染
の

広
が

りを
防

⽌
す

る
措

置
を講

じた
上

で
、放

射
線

管
理

課
⻑

が
蒸

気
発

生
器

保
管

庫
に

保
管

す
る

。

保
安

規
定

審
査

基
準

「実
⽤

炉
規

則
第

９
２

条
第

１
項

第
１

４
号

」の
放

射
性

廃
棄

物
の

廃
棄

第
１

項
に

適
合

させ
る

た
め

、保
安

規
定

第
１

０
０

条
の

２
（

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
管

理
）

を
変

更
す

る
。

実
⽤

炉
規

則
第

９
２

条
第

１
項

第
１

４
号

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
１

．
放

射
性

固
体

廃
棄

物
の

貯
蔵

及
び

保
管

に
係

る
具

体
的

な
管

理
措

置
並

び
に

運
搬

に
関

し、
放

射
線

安
全

確
保

の
た

め
の

措
置

が
定

め
られ

て
い

る
こと

【保
安

規
定

審
査

基
準

】

【⼯
事

①
保

管
対

象
物

の
変

更
に

係
る

保
安

規
定

変
更

内
容

】

３

6



Th
e 

Ka
ns

ai
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

, I
nc

.

変
更

前
変

更
後

(中
略

)

(6
) 

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
の

外
周

コン
クリ

ー
ト壁

一
部

撤
去

に
伴

い
発

生
した

コ
ンク

リー
ト、

鉄
筋

お
よび

埋
め

込
み

⾦
物

は
、⼟

⽊
建

築
課

⻑
が

、汚
染

の
広

が
りを

防
⽌

す
る

措
置

を
講

じた
上

で
、放

射
線

管
理

課
⻑

が
外

部
遮

蔽
壁

保
管

庫
に

保
管

す
る

(中
略

)

３
．

原
⼦

燃
料

課
⻑

、放
射

線
管

理
課

⻑
、当

直
課

⻑
、計

装
保

修
課

⻑
お

よ
び

原
⼦

炉
保

修
課

⻑
は

、次
の

事
項

を
確

認
す

る
とと

も
に

、そ
の

結
果

、異
常

が
認

め
られ

た
場

合
に

は
必

要
な

措
置

を講
じる

。

(1
)放

射
線

管
理

課
⻑

は
、廃

棄
物

庫
お

よび
外

部
遮

蔽
壁

保
管

庫
に

お
け

る
放

射
性

固
体

廃
棄

物
な

らび
に

蒸
気

発
生

器
保

管
庫

に
お

け
る

蒸
気

発
生

器
等

お
よ

び
原

⼦
炉

容
上

部
ふ

た
等

の
保

管
状

況
を

確
認

す
る

た
め

に
、１

週
間

に
１

回
、

廃
棄

物
庫

、外
部

遮
蔽

壁
保

管
庫

お
よび

蒸
気

発
生

器
保

管
庫

を巡
視

す
る

と
とも

に
、３

ヶ⽉
に

１
回

、保
管

量
を

確
認

す
る

。

(以
下

略
)

(中
略

)

(6
) 

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
の

外
周

コン
クリ

ー
ト壁

一
部

撤
去

に
伴

い
発

生
した

コ
ンク

リー
ト、

鉄
筋

お
よび

埋
め

込
み

⾦
物

は
、⼟

⽊
建

築
課

⻑
が

、汚
染

の
広

が
り

を
防

⽌
す

る
措

置
を

講
じた

上
で

、放
射

線
管

理
課

⻑
が

外
部

遮
蔽

壁
保

管
庫

に
保

管
す

る
。ま

た
、１

号
炉

の
蒸

気
発

生
器

取
替

え
な

らび
に

３
号

炉
お

よび
４

号
炉

の
原

⼦
炉

容
器

上
部

ふ
た

取
替

え
に

伴
い

発
生

した
コン

クリ
ー

ト、
鉄

筋
お

よ
び

埋
め

込
み

⾦
物

等
は

、原
⼦

燃
料

課
⻑

が
汚

染
の

広
が

りを
防

⽌
す

る
措

置
を

講
じた

上
で

、放
射

線
管

理
課

⻑
が

外
部

遮
蔽

壁
保

管
庫

に
保

管
す

る
。

(中
略

)

３
．

原
⼦

燃
料

課
⻑

、放
射

線
管

理
課

⻑
、当

直
課

⻑
、計

装
保

修
課

⻑
お

よ
び

原
⼦

炉
保

修
課

⻑
は

、次
の

事
項

を
確

認
す

る
とと

も
に

、そ
の

結
果

、異
常

が
認

め
られ

た
場

合
に

は
必

要
な

措
置

を講
じる

。

(1
)放

射
線

管
理

課
⻑

は
、廃

棄
物

庫
お

よび
外

部
遮

蔽
壁

保
管

庫
に

お
け

る
放

射
性

固
体

廃
棄

物
な

らび
に

蒸
気

発
生

器
保

管
庫

に
お

け
る

蒸
気

発
生

器
等

、
原

⼦
炉

容
上

部
ふ

た
等

お
よび

減
容

した
バ

ー
ナ

ブル
ポ

イズ
ンの

保
管

状
況

を確
認

す
る

た
め

に
、１

週
間

に
１

回
、廃

棄
物

庫
、外

部
遮

蔽
壁

保
管

庫
お

よび
蒸

気
発

生
器

保
管

庫
を

巡
視

す
る

とと
も

に
、３

ヶ⽉
に

１
回

、保
管

量
を

確
認

す
る

。

(以
下

略
)

保
安

規
定

変
更

認
可

申
請

の
概

要
（

２
／

２
）

４

7
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保
安

規
定

変
更

認
可

申
請

書
附

則
（

施
⾏

期
⽇

）
に

つ
い

て

変
更

前
変

更
後

補
⾜

説
明

ー

附
則

（
年

⽉
⽇

平
成

２
６

原
安

防
通

達
第

３
号

－
）

（
施

⾏
期

⽇
）

第
１

条
この

通
達

は
、

年
⽉

⽇
か

ら施
⾏

す
る

。

２
．

本
通

達
施

⾏
の

際
、減

容
した

バ
ー

ナ
ブル

ポ
イズ

ンの
蒸

気
発

生
器

保
管

庫
へ

の
保

管
お

よ
び

保
管

状
況

の
確

認
に

つ
い

て
は

、２
０

２
４

年
４

⽉
１

⽇
か

ら適
⽤

す
る

こと
とし

、そ
れ

ま
で

の
間

は
従

前
の

例
に

よる
。

こ
の

規
定

は
、原

⼦
⼒

規
制

委
員

会
の

認
可

を
受

け
た

⽇
を

改
正

⽇
とす

る
。

こ
の

規
定

は
、原

⼦
⼒

規
制

委
員

会
の

認
可

を
受

け
た

⽇
よ

り起
算

し、
１

０
⽇

を
超

え
な

い
範

囲
で

施
⾏

す
る

。

この
規

定
の

うち
、減

容
した

バ
ー

ナ
ブ

ル
ポ

イ
ズ

ン
の

蒸
気

発
生

器
保

管
庫

へ
の

保
管

お
よ

び
保

管
状

況
の

確
認

に
つ

い
て

は
、２

０
２

４
年

４
⽉

１
⽇

以
降

に
実

施
す

る
前

提
で

評
価

を
⾏

って
い

る
こと

か
ら、

同
⽇

か
ら適

⽤
とす

る
。

上
流

規
制

に
お

い
て

、減
容

Ｂ
Ｐ

の
運

搬
時

期
を

２
０

２
４

年
４

⽉
以

降
とし

て
、保

管
場

所
（

Ｂ
－

Ｓ
Ｇ

保
管

庫
）

の
遮

蔽
評

価
条

件
を

設
定

（
線

量
評

価
の

保
守

性
とし

て
運

搬
の

１
年

前
で

放
射

線
強

度
を

設
定

）
して

い
る

こと
か

ら、
本

申
請

に
係

る
保

安
規

定
の

施
⾏

期
⽇

及
び

適
⽤

開
始

時
期

つ
い

て
、附

則
に

記
載

す
る

。

５
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想
定

の
ス

ケ
ジ

ュー
ル

６

•
今

後
の

審
査

対
応

等
の

想
定

ス
ケ

ジ
ュー

ル
を

以
下

に
示

す
。

•
な

お
、本

ス
ケ

ジ
ュー

ル
は

申
請

者
の

希
望

で
あ

って
、規

制
側

と合
意

を
得

た
も

の
で

は
な

い
。

20
23

年
20

24
年

20
25

年

４
⽉

５
⽉

６
⽉

７
⽉

８
⽉

９
⽉

10
⽉

〜
〜

４
⽉

〜
12

⽉
〜

３
⽉

保
安

規
定

審
査

B－
SG

保
管

庫
か

ら
外

部
遮

蔽
壁

保
管

庫
へ

の
収

納
物

移
動

B－
SG

保
管

庫
へ

の
減

容
BP

移
動

▽
4/

3申
請

▽
施

⾏

▽
認

可
（

希
望

）
審

査
▽

適
⽤
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変
更

前
変

更
後

（
管

理
区

域
の

設
定

・解
除

）
第

１
０

５
条

の
２

管
理

区
域

は
、添

付
４

に
示

す
区

域
とす

る
。

（
中

略
）

２
．

放
射

線
管

理
課

⻑
は

、管
理

区
域

を壁
、柵

等
の

区
画

物
に

よっ
て

区
画

す
る

他
、標

識
を

設
け

る
こと

に
よっ

て
明

らか
に

他
の

場
所

と区
別

す
る

。
３

．
放

射
線

管
理

課
⻑

は
、管

理
区

域
を解

除
す

る
場

合
は

、法
令

に
定

め
る

管
理

区
域

に
係

る
値

を
超

え
て

い
な

い
こと

を確
認

す
る

。

（
中

略
）

５
．

放
射

線
管

理
課

⻑
は

、第
４

項
以

外
で

、一
時

的
に

管
理

区
域

を設
定

また
は

解
除

す
る

場
合

は
、原

⼦
炉

主
任

技
術

者
の

確
認

を
得

て
、所

⻑
の

承
認

を得
て

⾏
うこ

とが
で

き
る

。設
定

ま
た

は
解

除
に

当
た

って
、放

射
線

管
理

課
⻑

は
、⽬

的
、期

間
お

よ
び

場
所

を
明

らか
に

す
る

とと
も

に
、あ

らか
じめ

法
令

に
定

め
る

管
理

区
域

に
係

る
条

件
を

満
⾜

で
き

る
こと

を
確

認
す

る
。

な
お

、当
該

エ
リア

を元
に

戻
す

場
合

に
つ

い
て

も
、放

射
線

管
理

課
⻑

は
、あ

らか
じめ

法
令

に
定

め
る

管
理

区
域

に
係

る
条

件
を

満
⾜

で
き

る
こと

を確
認

し、
原

⼦
炉

主
任

技
術

者
の

確
認

を
得

て
、所

⻑
の

承
認

を
得

る
。

(以
下

略
)

変
更

不
要

一
時

的
な

管
理

区
域

の
設

定
・解

除
に

つ
い

て
は

既
に

規
定

済
み

７
【参

考
】保

安
規

定
変

更
認

可
申

請
に

あ
た

って
の

検
討

（
１

／
２

）

【⼯
事

②
一

時
的

な
管

理
区

域
の

設
定

に
係

る
保

安
規

定
検

討
内

容
】
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８
【参

考
】保

安
規

定
変

更
認

可
申

請
に

あ
た

って
の

検
討

（
２

／
２

）
【⼯

事
③

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
構

内
運

搬
に

係
る

保
安

規
定

検
討

内
容

】
変

更
前

変
更

後

（
放

射
性

固
体

廃
棄

物
の

管
理

）
第

１
０

０
条

の
２

（
中

略
）

５
．

各
課

（
室

）
⻑

は
、管

理
区

域
外

に
放

射
性

固
体

廃
棄

物
を運

搬
す

る
場

合
は

、次
の

措
置

を
講

じ、
運

搬
前

に
これ

らの
措

置
の

実
施

状
況

を確
認

す
る

。
(1

) 
法

令
に

適
合

す
る

容
器

に
封

⼊
して

運
搬

す
る

こと
。た

だ
し、

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
放

射
能

濃
度

が
法

令
に

定
め

る
限

度
を

超
え

な
い

場
合

で
あ

って
、法

令
に

定
め

る
障

害
防

⽌
の

措
置

を
講

じた
場

合
は

、こ
の

限
りで

な
い

。
(2

) 
容

器
等

の
⾞

両
へ

の
積

付
け

に
際

し、
運

搬
中

に
移

動
、転

倒
ま

た
は

転
落

を
防

⽌
す

る
措

置
を

講
じる

こと
。

(3
) 

法
令

に
定

め
る

危
険

物
と混

載
しな

い
こと

。
(4

) 
容

器
等

の
適

当
な

箇
所

に
法

令
に

定
め

る
標

識
を付

け
る

こと
。

(5
) 

運
搬

経
路

に
標

識
を

設
け

る
こと

等
の

⽅
法

に
より

、関
係

者
以

外
の

者
お

よび
他

の
⾞

両
の

⽴
⼊

りを
制

限
す

る
とと

も
に

、必
要

な
箇

所
に

⾒
張

⼈
を

配
置

す
る

こと
。

(6
) 

⾞
両

を
徐

⾏
させ

る
こと

。
(7

) 
核

燃
料

物
質

等
の

取
扱

い
に

関
し、

相
当

の
知

識
お

よび
経

験
を有

す
る

者
を

同
⾏

させ
、

保
安

の
た

め
に

必
要

な
監

督
を

⾏
わ

せ
る

こと
。

６
．

放
射

線
管

理
課

⻑
は

、第
５

項
の

運
搬

に
お

い
て

、運
搬

前
に

容
器

等
の

線
量

当
量

率
が

法
令

に
定

め
る

値
を

超
え

て
い

な
い

こと
、お

よ
び

容
器

等
の

表
⾯

汚
染

密
度

が
法

令
に

定
め

る
表

⾯
密

度
限

度
の

１
０

分
の

１
を超

え
て

い
な

い
こと

を
確

認
す

る
。た

だ
し、

第
１

０
６

条
第

１
項

（
１

）
に

定
め

る
区

域
か

ら運
搬

す
る

場
合

は
、表

⾯
汚

染
密

度
に

つ
い

て
の

確
認

を
省

略
で

き
る

。
７

．
放

射
線

管
理

課
⻑

は
、各

課
（

室
）

⻑
が

管
理

区
域

内
で

第
１

０
６

条
第

１
項

（
１

）
に

定
め

る
区

域
に

放
射

性
固

体
廃

棄
物

を移
動

す
る

場
合

は
、容

器
等

の
表

⾯
汚

染
密

度
が

法
令

に
定

め
る

表
⾯

密
度

限
度

の
１

０
分

の
１

を超
え

て
い

な
い

こと
を

確
認

す
る

。

(以
下

略
)

変
更

不
要

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
構

内
運

搬
に

つ
い

て
は

既
に

規
定

済
み
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